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【はじめに】粉末蛍光体に対して、積分球を用いた量子効率測定（以下、積分球法）が広く行わ

れている。我々は前回までに、蛍光体の配光蛍光分光測定（以下、配光法）を行い、散乱光にお

ける再帰反射成分が積分球法による内部量子効率（IQE）、試料カバーガラスによるフレネル反射

成分が同外部量子効率（EQE）の測定結果に影響を及ぼし得ることを指摘した[1,2]。配光法を用い

た場合これらの影響を回避した測定値が得られるが、装置構成が大掛りであり一般的ではない。

このため絶対測定法である配光法で得られた測定値を利用した相対測定法（以下、相対法）の可

能性を検討するために、配光蛍光分光測定を行い、相対法に適した幾何条件を検討した。 

【装置・実験】既に報告した配光測定装置[1,2]を用い、

中心波長 405nmの入射光に対して BaSO4の散乱光、蛍

光体(βsialon、αsialon、CASN:Eu
2＋)の散乱光と蛍光の

面内配光分布を測定し、IQE及び EQE を求めた。この

値を、配光角１点での測定スペクトルから計算した量

子効率値（以下、近似値）と比較した。 

【結果・考察】入射角 0°の場合、蛍光の配光分布が

ランバーシャンによく近似されるため、EQE 近似値の

配光法による値（図中鎖線）からの偏差は広い受光角

範囲にわたって僅少である。一方 IQE 近似値は蛍光体

散乱光の配光分布のランバーシャンからの外れ[1]の影

響を受けて偏差が大きくなる傾向にあるが、色の測定

法規格等で一般的な受光角 45°においては、数%の精

度で量子効率を近似できることが分かった。 

尚、本研究は、経産省委託事業「白色 LED 用セラミ

ックス蛍光体の量子効率測定法に関する国際標準化」の

一環として行われたものである。 
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Fig.1 Detection angle dependence of calculated 

quantum efficiencies 
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